
ご挨拶・Agenda

京大病院 脳卒中療養支援センターの
榎戸と申します

京都府の脳卒中療養支援体制の構築および

両立支援調査・就労支援リハ調査において、
事務局コーディネーター業務を担当しています

Agenda

両立支援調査2024 へのご参画にあたっての
実務的なスキームについてご紹介します

1. 調査概要

2. 調査システム

3. 支援ツール・支援体制・スケジュール



1. 調査概要



調査の位置づけ・各事務局の役割

▸ 先行する調査2023 のスキーム等を活用します

KEY🔑：両立支援調査2024は、2024年度下半期に実施される9県参加共同調査です



調査概要

KEY🔑：自宅に直接退院した脳卒中患者さんの両立支援実施状況を調査します

● 対象府県

脳卒中・心臓病等総合支援センター事業採択9県

● 調査内容

当該県のすべての一次脳卒中センター（PSC）および回復期リハ病院から
直接自宅退院した脳卒中患者の両立支援の実施状況を調査

● 調査期間

♯ 症例登録期間：2024年10月～2025年3月
♯ 報告時期：2025年4月・2026年10月＊ （計2回） ＊退院18ヵ月経過後

● 調査対象

① 2024年下半期（10月１日~翌年3月末）に、PSCから直接自宅退院した脳卒中患者
②同期間に、回復期施設から（他施設を経ず）自宅退院した脳卒中患者



調査概要

どのくらいの患者が

対象になるのでしょうか？

（調査負担は・・・）

▸ 15-69歳の脳卒中患者

▸ 自院から直接自宅に退院した

▸ 発症前に就労していた

これらの条件をすべて満たす患者さんが対象です

先行する両立支援調査2023 のデータ：

（参画機関7府県176施設平均値）

参加機関平均： 12 症例 / 機関

＊ 急性期平均： 15 症例 / 機関

＊ 回復期平均： 10 症例 / 機関

京大病院では、脳卒中患者全体の約1割が調査対象でした



調査概要 （調査フローと1回目報告）

当調査では、以下の項目を2回の報告タイミングにて

ご報告いただきます

① 2025年4月報告

▸ 自院の両立支援コーディネーター数

▸ 2024年下半期（10月１日~翌年3月末）に

・①退院した脳卒中患者総数

・②自宅退院した15～69歳の脳卒中患者

・③自宅退院した70～79歳の脳卒中患者

・③②のうちの就労していた患者数（被雇用者）

・④②のうちの自営業等の患者数

✏ CHECK POINT 

当調査では、雇用される側である被雇用者（＝「就労」と定
義）と、雇用する側である個人事業主や共同経営者などの事
業主等を分けてカウントします

以降のフォロー
アップ対象

報告内容フロー図



当調査では、以下の項目を2回の報告タイミングにて

ご報告いただきます

② 2026年10月報告

▸ 自院における両立支援実施状況

▸ 「療養・就労両立支援指導料」算定状況

▸ 両立支援非実施、未算定の理由

「自院から自宅退院し、発症前に就労していた15～69歳」

を対象に下記報項目を報告

✏ CHECK POINT 

本調査では、「両立支援」を以下のように定義しています

「仕事との両立支援ガイドライン」に基づいた「勤務情報提供書」や「医療情報提
供書」の作成、「休業中の職場との情報共有支援」等に加えて、「両立支援のため
の申出支援」、「医療連携支援や就労支援機関との連携」、「リハビリテーション
による職業訓練」などの具体的な両立支援

調査概要 （調査フローと2回目報告）

報告内容フロー図



報告タイミングとリマインドメール

症例登録期間（24.10-25.3）
初回報告
（25.4）

第二回目報告
（26.10）

報告項目 ：対象人数等 両立支援介入状況

例：24.11退院

26.5（18M経過）
両立支援実施状況
確認

例：25.3退院

26.9（18M経過）
両立支援実施状況
確認

2025.3月に退院した方の18M
確認が終わったのち、
まとめて第二回ご報告

✏ CHECK POINT 

調査システムより、18ヵ月経過を通知する
メールが届きます（リマインドメール）

症例 A

症例 B

▸ 当調査では、調査システムに症例登録いただくと、

リマインドメールが届きます



２．調査システム



調査システムスキーム

▸ 当調査では、専用のWebシステムを
活用します

▸ 特別なシステム仕様等は不要で、Web環
境

があればどの施設でも使用できます
*一部施設のセキュリティ状態によっては、
対応が必要な場合もありますので、個別相談
対応します

▸ システムの管理・運用は京大病院にて行
います

専用システムの名称は、

「HELP-Stroke Ⅱ」です

「HELP-Stroke」の名称は、先行する
両立支援調査2023において誕生したものです

並行して実施されている「就労支援リハ調査」でも
使用されており、脳卒中患者の両立支援に係るシス
テムの総称となっています

ぜひ親しみをこめて、覚えていただければ幸いです



調査システムスキーム

マイページをつくる❶▸ 当調査では、専用のWebシステムを
活用します

▸ 特別なシステム仕様等は不要で、Web環
境

があればどの施設でも使用できます
*一部施設のセキュリティ状態によっては、
対応が必要な場合もありますので、個別相談
対応します

▸ システムの管理・運用は京大病院にて行
います

システムサイトURLが届いたら・・・（2024年9月頃予定）

2024年9月～10月末までにマイページ登録を行う

症例を登録する❷

症例が発生したら、システム上に登録を行う

（都度登録でも、まとめての登録でもどちらでもOK）

症例登録最終〆切：～2025年4月末（予定）

結果を報告する❸

調査期間終了後、2回に分けて結果を報告する

＊報告期間は追ってご連絡します

✏

👤

📝



調査システムスキーム

1) システムURLにログインし、【施設登録】を行う

2) 必要情報を入力する

・施設名・担当者名・メールアドレス・電話番号

＊担当者は複数登録可能

・任意の施設ID・パスワード

＊1機関につき1ID・パスワード

3) 各県事務局による登録確認・承認後、マイページ

がアクティブになります

※現在サイト構築中のため、サイトイメージは一部変更予定



調査システムスキーム

1) 症例が発生したら、ここから登録します

管理番号（任意）、自宅退院日を
登録します

２）登録した症例の編集・一覧確
認も可能です



調査システムスキーム

1) 報告時期がきたらこちらから報告します

報告時期：① 2025年4月、② 2026年10月



調査システム まとめ

以下の患者がおられたら、
システムへの症例登録をお願いいたします
（都度の登録でも、まとめての登録でも構いません）

〇 対象期間中（2024.10月～2025.3月）に、

〇 直接自宅退院した15歳~69歳の脳卒中患者＊ で、

〇 発病前に就労＊していた患者

＊被雇用者、個人事業主や共同経営者などの事業主問わず

これらの患者さんに対する

□ 両立支援実施状況

□「療養・就労両立支援指導料」算定状況

□ 両立支援非実施、未算定の理由

等を退院後18ヵ月間フォローし、報告してくださ
い

症例把握・集計し、
1回目の報告時（2025.4月）に報告

症例把握・集計し、
2回目の報告時（2026.10月）に報告

＊サブ調査項目として、70-79歳の脳卒中患者数・就労状況をご報告いただきます。
両立支援実施状況等のフォローは必要ありませんので、対象人数の把握のみお願いします



３．支援ツール・実施体制

スケジュール



調査に関する共有資料・支援ツールとして、下記資材を共有させていただく予定です
（9月リリース予定）

❶

実施スキームや事務局業務等について
まとめた資材です
事務局向け・参加機関向けの2種

❷
院内症例管理ファイル

❸
FAQ

❹

システム操作の手順等をまとめた
ものです

本調査に係る支援ツール

院内症例の記録・集計用のExcel
ファイルです
使用は任意です

実施のてびき

想定される質問をまとめたものです
随時追加・改変予定

システム操作マニュアル



調査実施体制

本調査は、9県にて行われ、総合事務局を京大病院が担当し、各府県事務局と連携し、
調査を進めてまいります

総合事務局

京大病院

県事務局

各機関＊

各県内参画機関

兼京都府事務局

情報・資料共有
定例会義

情報・資料共有
問い合わせ対応

問い合わせ対応
システムフォロー

府県事務局担当機関

（埼玉県）埼玉医科大学国際医療センター（長野県）信州大学医学部附属病院 （石川県）金沢大学附属病院

（奈良県）奈良県立医科大学附属病院 （鳥取県）鳥取大学医学部附属病院 （広島県）調整中

（愛媛県）愛媛大学医学部附属病院 （佐賀県）佐賀大学医学部附属病院 （長崎県）調整中

原則、情報や資料の共有は各府県事務局経由で行います

9県参画機関



今後のスケジュール

以下の日程にて、システム・資料等のリリースを予定しております

▸ 9月前半 ： システム確定・リリース（マイページ登録受付開始）

資料（実施の手引き・院内集計用ファイル・FAQ・操作マニュアル等）共有

問い合わせフォーム＊オープン

▸ 10月1日～ ： マイページにて症例登録開始

＊ 調査に関する質疑を受け付ける専用フォームを用意します

問い合わせは原則問い合わせフォームよりお願いいたします

KEY🔑：9月前半頃、システム・資料に関するアナウンスをさせていただく予定です



参考：両立支援調査2023事後アンケートより

▸ 調査に参加したメリットとして、以下ご意見を多くいただいております

〇 自院の状況把握・退院後の患者把握が出来たこと

〇 他機関の状況を把握出来たこと

〇 県内外他機関との連携が強化されたこと

院内調整・症例管理等、ご面倒をおかけすることも多いかと思いますが、
9県での悉皆性の高い調査とするため、お力添えの程、どうぞよろしくお願いいたします。
当調査により、脳卒中患者さんの就労支援状況が明らかとなり、より良い支援につながることを
願っています

ご清聴ありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。


